
地

球
琴

青
桐
巷

第
四
親

昭

和

十

等

月

盲

日
永
良
都
島
新
岳
第

1
熔
岩
中
の
斑
晶
を
豪
す

斜
長
石
の
累
帯
構
造
に
つ
い
て

(
固
版
節
四
版
附
)

本

間

不

二

男

目

次

日
永
良
部
品
新
市
解

]
旅
山村
柑
瀧

新
婚
解

一
熔
岩
中

の
刑
点
前

新
病
節

41
帰
山村
中
の
節

.1
印
斜
凝
析
蹴
爪
の
凝
滞
秘
法

新
満
節

一
帰
･:村
中

の
夢
二
柿
斜
長
石
拭
=州
の
韻
畔
柵
出

潮
舟
妨

t
牌
岩
中
の
節
三
抑
刑
長

ポ
斑
晶
の
韻
郷
構
造

新
路
帰
山村
中
に
節

.i
柿
餅
最
前
琉
=州
と
節
二
純
斜
長
祈
斑
=川
と
が
北
ハ称
す
る
串
の
岩
城
力
学
的
怠
鵡

口
永
良
都
島

新
高
第

一
熔
岩
概
説

1ul;
永
良
部
島
火
山
活
動
期
の
最
後
に
建
設
さ
れ
光
る
新
岳
の
熔
岩
喰
Ⅲ
期
は
地
形
上
少
-
旦

:
同
は
筒
別
ruれ
る

日
永
良
部
島
部
馬
齢

一

焼山村
中
の
班
凧
を
な
す
射
長
桁
の
娼
坪
緋
敗
に
つ
い
て

]1望



地

球

鈴

二
十
四
容

成分鈍物 分盈JQJI1 僻 考

斜 長 石 17 成分及異称柵造iLL:-多梯多様なるも,包炎物杓 ど なきものと著 しきも_のとの二川に大別せらるo

軒 石 3 溌褐色,知多色相 包去胸によ1)男珊構造を示すものあ りo

･紫 .鯨 卸 石 4 Ⅹ-淡赤禍 Y=洗練袖 Z=灘紋 Ⅹ>Z>Y

轍 桁 石 紋痩 融蝕班億として柿に存す'触色L#叩 .

磁 鎖 蝕 1∴【

酪 次 石 微盈L
石 基 75 決純色IEli']子に多虫のベT,ナイーJiirJ_クリスタライトあ

筋
鞘
助

言

四

二

の
で
あ
る
が
､
其
の
岩
石
の
成
分
鋸
物
.肉
眼
的
外
見
t

､
顕
微
鏡
下
の
外
見
と
も
部
分
的
不
同

(例

へ
ば
熔
岩

の
未
輔
と
中
央
部
と
の
差
)
を
除
け
ば
殆
ど
同

一
は
し

て
次
の
如
き
岩
石
組
成
聖
不
す
｡

即
ち
岩
石
の
石
基
に
は
部
分
的
は
ク
リ

ス
タ
イ
ー
の

多

い
所
と
少
い
所
と
が
あ
-
て
不
規
則
を
流
状
構
造
を

造
っ
て
ゐ
る
様
が
績
倣
鋸
下
は
見
え
る
｡
肉
眼
的
ほ
は

極
め
て
多
孔
賀
意
熔
岩
で
､
異
薫
の
地
は
衣
白
色
の
斜

長
石
斑
晶
が
見
え
､
注
意
す
れ
ば
輝
石
瓶
の
具
黒
在
る

結
晶
を
79
番
め
程
る
岩
石
で
'
極
め
て
近

さ
過
去
に
流

出
せ
ら
れ
た
る
熔
岩
の
普
通
に
持
つ
外
観
を
有
っ
て
ゐ

ら

(食
頭
囲
版
及
び
第

一
表
参
照
)
.

向
江
渚
東
端
及
び
和
島
晴
海
岸
よ
み
採
わ
た
る
藤
本

を
分
析
せ
る
結
紫
は
山
口
撃
士
が
既
に
分
析
せ
ら
れ
た

る
棟
島
の
教
も
塩
基
性
在
る
熔
岩
に
属
す
る
南
岳
及
び

大
正
解
ー.I
期
熔
岩
に
酷
似
す
る
輩
は
第
二
敦
の
通
力
で

あ
る
0



1. 枚 恥朴 と･lTは.'. 日永良部肘l'I山二減1'L.15紡北端 満雄,新,F;･妨一帰米,分析

脊胤 Il竹滋()1..-大 ,州 ,地史il離錬年別群数鼓)

2. 枚糾石射 JI岩 に1永良部 .I.'b御馴i･i,新蒋節-一熔#わ 分析者指IllJ/T磁

3. 枚淋不1'安出ir,'･ 堪り.'b摘市原ガ.'･妨一一割 (日日｣嫌次,梯払熔岩'･知の化挙的

研究 地質.Vol.34.No.400, P22)

4. 合柵雌二桁校則石tJl'.山ilI･ 欄托鐘一期 大 ILr.熔-kl,'･(tlHl鎌次 rFl.1上)

日
永
践
部
粘
新
前
-.節

;L
熔
･:～.中
の
斑
晶
を
な
す
劉
長
不
の
鼎
畔
枇
道
に
つ
い
て

ニ
監

之
よ
-
C
i
P
W

式

n
o
r
m

を
計
算
す
れ
ば
仝

㈲
の
如
-
で
あ
る
｡

此
の
新
香
第

一
熔
岩
は

E
太
良
郵
島
火
山
群
中
で

は
政
も
酸
性
在
る
岩
石
の

-i
種
で
あ
っ
て
'
之
よ
-

古

い
熔
岩
は
藍
に
鰻
蓋
性

で
あ
る
｡
然
し
な
が
ら
新

岳
に
於

い
て
は
此
の
熔
岩

は
陸
上
で
は
敢
下
底
を
な

し
同
時
に
政
も
多
量
に
噴

出
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し

て
､
新
岳
を
構
成
せ
る
地

下
岩
粟
槽
に
在
る
主
機
た

る
轟
は
明
か
で
あ
る
.

三



節

十

川

怨

妨
凹
雛

二
只

(l判記) 3.4 は山にJ氏の報灘 を幡掬せるもU)なのである｡分析 (1)紘

海上よりの潮風の影響があるか別儀合 し約 290gの塊 を約 300caゎ

茶溜水に二十四時間接 し,徳政M水枕 し 1101C にて乾燥 し,然る後

に samplingせるものを分析 したものである.

別
し
得
る
特
徴
､
即
ち
斜
長
石
に
包
ま
る
る
包
豪
物
の
畳
､

新
高
第

1
熔
岩
中
の
斜
長
石

第

一
表
に
記
し
た
如
-
口
永
良
部
島
熔
岩
中
の
斜
長

石
は
包
乗
物
の
頗
る
多

き
も
の
と
､
殆
ど
之
を
包
ま
ざ

る
も
の
と
の
二
種
は
大
別
n
る
の
で
あ
る
が
､
此
の
状

態
を
新
岳
第

Ti
熔
岩
中
の
斜
長
石
に
就
い
て
特
は
記
載

す
る
○

新
岳
第

11
熔
岩
の
薄
片
を
分
析
の

(
1
)
は
掲
げ
た

る
も
の
と
同

一
岩
魂
を
孜
せ
る
岩
石
か
ら
二
〇
枚
件
射

し
之
を
顕
微
鏡
下
に
観
察
し
た
が
何
れ
も
同
機
の
岩
石

構
造
を
重
し
'
成
分
鋸
物
の
存
在
す
る
比
例
に
も
大
在

る
礎
化
は
在
か
つ
ね
｡
而
し
て
此
の
中
は
含
ま
る
る
斜

長
石
は
他
の
成
分
鶴
物
と
同
凍
金
-
新
鮮
に
し
て
少
し

も
風
化
或
は
後
火
山
作
用
は
よ
っ
て
分
解
せ
る
痕
跡
を

静
め
伯
｡

此
の
薄
片
に
就
い
て
筆
者
は
粛
倣
鏡
下
は
簡
軍
は
匝

大
い
ru及
び
種
類
に
従
っ
て
五
種
瓶
を
分
け
て
見
た
｡



即
ち
〇

一
､
包
裏
物
を
殆
ど
含
ま
ざ
る
斜
長
石

二
.
多
鼻
に
大
な
る
吸
璃
貿
包
宴
物
を
含

む
斜
長
石

三
.
普
通
の
倍
率
の
拒
徴
鋸
(
ラ
イ
ツ
配
､
按
物
レ
ン
ズ

P
,
3.
又
は
ラ
イ

ヘ
ル

ト
融
接
物

レ
ン
ズ
3
.)
で
は
其
の

何
貌
物
た
る
か
恕
決
定
し
禅
を
い
程
小
在
る
粒
又
は
宅
状
の
魔
境
様
外
観
を
輿

へ
る
包
哀
物
神
を
有
つ
斜
長

石

凹
､
輝
石
粒
を
主
在
る
包
墓
物
と
し
此
の
外
に
二
と
同
様
に
改
構
貿
包
宴
物
を
も
包
む
斜
長
石

五
'
以
上
の
何
れ
に
も
属
せ
し
め
能
は
ざ
る
.･9
包
薬
物
の
著
し
-
多
か
ら
ざ
る
斜
長
石

以
上
は
胆
は
兄
掛
上
極
め
て
明
瞭
に
区
別
し
程
る
79
の
に
の
み
追
撃
し
得
た
の
で
あ
る
が
､
其
の
存
在
す
る
割
合

を
七
乃
至

.1
0
枚
の
薄
片
中
に
あ
る
斜
長
石
斑
晶
の
紙
数
と
各
種
の
斑
晶
の
数
と
は
よ
-
､
各
種
斑
晶
に
つ
い

て計

算
し
て
見
る
と
姉

-I
種
の
も
の
は
約
2
i
形
､
第
二
櫛
は
約
2
2
.
8
%
､
節
三
種
は
約
6
A
%
'
第
四
種
は
約
3
%
即
ち
合

計
5
6
%
は
過
ぎ
ず
､
第
五
種
に
属
す
る
も
の
が
1'
最
多
畳
の
如
-
で
あ
る
が
'
薯
際
に
就

い
て
少
し
-
判
断
を
加
ふ

れ
ば

.二

二
'
三
㌧
凹
の
何
れ
か
に
儀
せ
し
め
得
る
も
の
で
あ
る
｡
荷
は
後
に
蓮
ぶ
る
如
-
第
四
種
は
成
因
上
第
二

種
に
属
す
る
も
の
と
考
ふ
る
革
を
程
'
又
ね
斑
晶
と
し
て
計
算
は
洩
れ
た
る
小
夜
る
結
晶
は
殆
ど
大
部
分
節

一
種
に

属
し
t
か
-
て
斜
長
石
は
成
因
上
大
膿

二

二
､
三
の
三
種
は
分
た
れ
'
其
の
申

.二

二
が
合
し
て
九
C
%
以
上
を

占
め
､
少
丑
は
赤
す
る
第
三
揮
型
の
大
部
分
は
今
日
の
日
永
良
郵
島
火
山
盤
の
岩
壁
系
に
属
せ
ざ
る
斜
長
石
を
按
と

し
て
'
そ
の
外
に
成
長
し
光
祐
晶
の
加
-
M
j
は
れ
る
｡

日
永
山
部
枯
斯
界
妨

i
熔
封
中
の
訊
晶
を
な
す
斜
長
石
の
累
肝
柿
迫
に
つ
い
て

ニ
四
七

jI.



地

球

節

二
十
四
令

姉
糊
雛

二
男

六

上
越
の
如
-
包
事
物
を
包

む
事
多

き
斜
長
石
が
各
斜
長
石
の
殆
ど
半
畳
に
達
し
､
然
も
此
の
種
の
斜
長
石
は
後
に

蓮
ぶ
る
が
如
-
p

他
の
も
の
よ
-

A

n
形
に
富

凡
で
比
露
大
-
'

其
の
包
哀
物
は
埴
質
物
托
し

て比
重
小
在
る
た

め
､
斜
長
石
斑
晶
を
比
重
に
よ
っ
て
幾

つ
か
の
種
板
は
純
粋
は
分
離
す
る
事
は
群
論
上
不
可
能
は
恩
は
れ
ね
.
然
し

蜜
蘭
の
紬
基
で
は
包
豪
物
の
影
響
は
殆
ど
斜
長
石
の
計
算
計
t困
難
怒
ら
し
ひ
る
轟
多
-
は
夜
か
っ
た
｡
分
析
の
結
果

1. FT永良部島新lTI･節-熔岩中の斜長石斑

肘七琉 2.705以下のものの平1'=JJ戊分.

分析者摺山竹依

口永Irk部粍新市節-煩労 中の斜長石XIT:

['llT比-1ft:2･700以上の ものの平y=J成分,

分析藤尾山竹搬

2

は
第
三
表
の
如
-
で
あ
る
｡

以
上
の
分
析
結
果
は
よ
カ

F
e
2
0
3

を

A
120
3
は
<
=
せ

K
20

㌢

N
a
2
0

に
加

へ

で
斜

長
石
成
分
の
み
を
合
し
て

一
〇
〇
と

せ
る
も
の
か
ら
同
上
で
計
算
し
て
見
る
と

何
れ
も
ア
ル
カ

-
の
み
不
足
を
凍
し
た
が

之
れ
は
分
析
の
途
中
は
逸
出
す
る
革
あ
る

べ
き
を
以
っ
て
考
慮
の
外
は
温

さ
､
平
均

成
分
約
6
3
%
A
n

及
び
6
8
%
A
n
在
る
結

果
を
相
､
後
述
す
る
匿
線
鋸
轟
に
ょ
る
測

定
席
基
の
平
均
成
分
と
略
ぽ

一
致
す
る
の
で
あ
る
(
第

一
固
参
照
)0

(許
記

化
撃
分
析
に
よ
る
斜
長
石
の

An
o/b
計
算
に
は
之
を
図
上
に
て
行
ふ
事
が
望
し

い
｡
何
と
な
れ
ば
か
-
す

silば
其
の
分
析
の
良
好
在
る
か
否
か
は

.L日
ほ
て
列
然
し
､
且
つ
多
-
の
場
<
=
ア
ル
カ

-
の
逸
揖
の
み
が
分
析
上
の



韮
嬰
な
る
敏
昭
光
る
事
が
知
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡
)

新
馬
第

1
熔
計
中
の
第

一
種
斜
長
石
斑
晶
の
累
骨
構
造

新

香第1熔岩
中
の
第
一種斜

長

石
斑
晶
と
は

前
節に述
べカ通
わ殆ど
包
嚢
物
を
包
ま
ざ
る
朗
の
斜
長
石
斑
晶

第 回

科長石化撃成分固表

l1て;TT,暇訴 享】刑!1;
i+.こ'-
三一ilt

It■'■ilqj
TTJ†十;rl～
{'7
享~∈幸三 ∴､I;い:i
と..;三 ,_3=,

i葦

エiユp>l'◆ー HITtd

巨fj過l士▲

ね

躯
物粒

と互-､之を
按と
し
て

新
に結
晶の

成長が行
はれた
る
も
の

の
線
種
で
あ
る
が
'
此
の
種

の
結
果

を

描
徹
鏡
下
に

て
十
字

エ
コ
〝

の
許

で
観
察
す
れ
ば
､
其
の
累
帯

構
造
が

各
斑
晶
に
よ
っ
て
頗
る
異
わ
､
筆
者

が
政
和
此
の
種
に
属
す
る
斑
晶
中
は

見
出

さ
る
る
楓
で
の
累
珊
構
造
の
種

板
を
決
定
せ
ん
と
試
み
LJ
時
は
約
二

〇
種
h
t匿
別
し
得
た
林
で
あ
っ
た
｡

鹿
等
を
大
別
し
て
(A
)結
晶
が
成
長

の
途
中
に
於
い
て
苦
し
さ
融
蝕
を
受

け
形
晶
形
態
を
失
ひ
で
丸
味
を
帯
び

(例へ
ば

N
o.
34
1
0∞∞
､
I,
tB

の
如

し
)

.之
を

｢明瞭
は二帯
群に分
ち

程
る鮎
晶
｣
と
桐L
､
之
に反
し
(ち
)
中心よ

-
外
線
迄
略
ぼ
自
形
を
な
す
糖

日
永
良
部
鵜
新
柄
節

.1煩
いポ
HI
の
拭
晶
を
な
す
刑
長
和
の
韻

畔
柿
拙旭
に
つ

い
て

三
党



地

:蝶

妨
二
十
四
谷

第 同

節一種臥 弘の中nJ引か こ内外の二伸群に分も得 る親肝構億 を示す もののiF･i･イyJJ

(a) No･341089,I,31 (b)No.341087,Ⅰ,ll

(C) No･341089,I,49 (d)No.341088,I,18

鉾
田
擁

孟

〇

八

晶
が
漸
次
改
暦
を
堆
積
し
て
壁
じ
た
る
聴
晶
を

1
畢

成
船
品
｣
と
し
て
置
別
し
た
の
で
あ
る
｡
然
し
で
珊

諭
上
存
在
し
縛
べ
き
明
瞭
は
三
帯
群
に
分
ち
み
る
結

晶
は
罫
賓
上
揖
微
塵
下
は
は
現
れ
て
凍
を
か
つ
ね
｡

此
の
両
種
の
結
晶
に
就

い
て
更
に
其
の
兼
帯
構
造

の
観
察
を
深
め
る
と
､
或
る
結
晶
で
は
定
に

一
､
二

の
著
し
か
ら
ざ
る
融
蝕
鼻
面
が
訟
め
ら
れ
'

(

N
o.

他
の
場
合
に
は
融
蝕
界
面
を
さ
も
内
外
の
二
部
舵
史

は
分
つ
rJ
と
の
班
凍
る
構
造
堅

不
し
た
も
の
が
あ
っ

た

(N
o
･

3
4
1
092,
Ⅰ､
49
嚇
)｡

此
の
種
の
分
類
に
J
っ
て
凝
滞
構
造
は
変
は

1
亜

帯
群
｣
に
分
た
れ
､
各
亜
帯
群
は
夫
々
特
徴
あ
る
構

造
を
ポ
し
て
居
る
の
で
あ
る
.
此
の
構
造
の
系
統
的

(2)

分
類
は
蝕
に
本
年
五
月
聾
者
の
像
報
し
た
所
で
あ
る

が
､
緑
綬
錯
基
法
に
よ
る
測
定
を
行
ふ
以
前
は
通
常

の
描
倣
鋸
十
字
ニ
コ
ル
下
ほ
て
筆
者
が
国
別
の
婆
あ



-
と
し
て
認
め
LJ
る
構
造
は
凡
を
次
の
如

き
も
の
で
あ
っ
た
｡

㈲

殆
ど
兼
帯
構
造
教
示
rb
ざ
る
小
瓶
晶

㈲

内
部
よ
-
周
縁
ま
で
成
分
が
述
槙
的
に

山
方
的
ほ
趣
ず
る
も
の

(無
波
動
構
造
)

第 閲

臥 -種斜長石斑晶の成分毎化け71線

1.No.341088,I,18
2.No.341094,Ⅰ,59

3.No.341G90,I,41

90807060 1

用 ∩

･V 2 i I1

2 lヽ.〟

50 3 :.3こ ふ イ｢ . ?

回
内
郵
よ
-
外
方
ま
で
成
分
が
連
棺
的
ほ
鍵
化

し
､
同
時
に
二
種
の
多
少
同
様
な
る
滑
光
位
の

昔
が
反
荏
さ
れ
て
拒
倣
鋸
下
に
炎
心
状
在
る
明

暗
の
縞
状
構
造
を
示
す
も
の
(
波
状
波
動
構
造
)

_
+
+
_
_
+
_

刷

｢
方
的
ほ
運
組
的
ほ
消
光
位
を
鼻
ず
る
昔
の

■
■
●
●

外
に
不
運
縛
的

ほ
選
ば
同
様
の
碑
が
禿
る
事
に

よ
っ
て
共
心
状
在
る
明
曙
の
縞
状
構
造
を
示
す

も
の

(
正
叉
は
逆
波
動
構
造

)

●
●
●
●

○

●
●
■
●

㈲

消
光
位
の
異
る

二
種
の
群

が

不
運
糖
的
ほ
交

互
に
束

っ
て
炎
心

状
在
る

明

暗

の
綿
状
構
造
を

示
す
も
の

(
卒
波
動
構
造
)

以
上
の
中
国
へ
刷
及
t<L.廟
に
底
す
る
碑
の
帖
に
は
細
密
な
る
も
の
よ
少
粗
大
な
る
も
の
迄
あ
っ
て
､
夫
々
成
因
を

異
に
す
る
も
の
と
瓜
は
れ
か
D

聾
者
は
比
の
節

山
積
に
嵐
す
る
斑
晶
三
鮪
む
避
止
で
経
緯
錬
毒
放
け
よ
-
測
定
し
t
S
*'群
構
造
の
中
心
よ
-
外
線

日
永
良
郷
地
新
府
節

1
肺
･:祈
中
の
拭
=
川
を
な
す
斜
長
桁
の
果
肝
柿
辻
に
つ
い
て

九



地

溝

妨
二
十
四
懲

解

円

醜

毒
1

1C

に
草
る
成
分
礎

化
曲
線
h
t作
製
し
第
三
閲
に

示
す
如
き
結
果

を
得
た
｡
共
の
結
果
に
ょ

れ
ば
其
の
外
線

(
右
端
)
は

5
9
%
A
n
5
9
%

A
n
及
び

5
9
.5
%
A

n

_こ
利
普
し
放
ろ
-
べ
き
岐
介

の
11
定
h
Tt.I.%
し
た
｡
然
る

に
其
れ
よ
･｡
内
部
で

;ih,- Lq 問

節三tL'･･.1司を作製せ る紡晶

(ち)

(a) No.311088.I･18

(曲簸 1)

(ち) No.341094.Ⅰ.59

(曲線 2)

(C) No.341090.Ⅰ.41

(曲簸 3)

(中心 上7)外線に至 る

-df鞍は薪三PIPl線作

怨の断面を示す)

は
巣
仙W
構

北山が
構
i=)上

に
も
成

分
上
に
も
奄
-
和
典
す
る
も
の

と
な
っ
て
居
る
｡

即
ち
以
上
三

緒
の
斑
晶
は
其
の
境

目
の
舵
前

に
於

い
て
始
め
て
化
撃
的
環
境

i
.2
ふ
せ
る
も
の
で
､
其
れ
よ

-
以
前
に
於

い
て
は
化
孝
的
環

境
も
物
珊
撃
的
環
境
も

吋
成
･a

選

っ
て
居
た

St
と
物
語
っ
て
み

る
.
然
も
止
等
の
斑
晶

は
､

No
.

34)088.
Ⅰ.)8
の
中

心部
(融

蝕
と
受
け
て
丸
さ
粒
と
夜
か
､

成
分
約
8
6
%
A
n

)

h
l除
け
ば
何
れ
も
粍
晶
の
外
形
と
港
ば
平
行
L
LJ
;j
r林
構
造
を

小
し
､
物
押
化
撃
的
環
境
の
大

激
礎
ーこ
通
過
し
た
iIi
あ

･A
と
も
考

へ
ら
れ
伯
｡
即
ち
川

〓
石
渡
冊
の
夫
々
異
る
付
置
は
あ
っ
て
成
長
し
た
も
の
と
瓜

は
れ
る
の
で
あ
る
｡



新
馬
第

7
熔
岩
中
の
第
二
種
斜
長
石
斑
晶
の
累
滞
構
造

第
二
種
に
属
す
る
斑
晶
は
第

一
穐
結
晶
は
此
し
概
し
て
長
径

20-
30%
程
大
き
-

1
,3
-
2
,5
.粍
程
度
の
自
形
結

晶
を
な
し
､
十
字

ニ
コ
.ル
下
で
は
屡
々
数
鰭
の
結
晶
の
集
っ
て
屠
る
事
堅
不
す
場
合
が
あ
る
｡
又
た
輝
不
･紫
蘇
輝
石

第 ,r-LL悶

包襲物昔が斜長石 (p),輝石

(a),紫蘇輝石(h ), ほ瓦 つi:屠

る例
(No.341089,ⅠⅠ, 24の略樹)

と
共
は
集
っ
て

.E
の
錬
物
塊
を
覆
す
事
も
あ
る
｡
此
の

傾
合
に
は
包
嚢
物
の
帯
が
斜
長
石
よ
み
輝
石

･
紫
蘇
輝

石
等
ほ
亘
っ
て
連
み
､
是
等
の
張
物
の
集
合
が
頗
る
早

-
よ
ら
行
は
れ
て
ゐ
て
､
其
の
後
斜
長
石
の
周
囲
に
は

斜
長
石
が
結
晶
し
､
輝
石
の
周
囲
に
は
輝
石
が
'
紫
蘇

輝
石
の
周
囲
ほ
は
紫
蘇
輝
石
が
結
晶
守
る
革
は
よ
っ
y

其
の
成
長
の
頂
け
ら
れ
た
事
堅
不
す
場
各
が
あ
る
(
N
o
.

3
4
)
0

89.
I

Z
.

2
4
)
0

此
の
場
合
に
於
い

て是
等
の
内
に
あ
る
包
裏
物
昔
を
精
査
す
れ
ば
､
吸
璃
質
物
と
瓦
斯
と
の
外
に
は
輝
石
棟
の
中

に
は
斜
長
石
が
多
-

､斜
長
石
の
中
に
は
輝
石
が
多
-
､
改
構
包
裏
物
は
石
基
の
奴
璃
と
異

～,,ク
リ
ス
空
ブ
イ
ト
を

触
-
か
'
此
の
中
に
夫
々
矩
形
の
斜
長
石
叉
は
黒
色
針
状
の
輝
石
ク
リ
ス
空
ブ
イ
ト
と
恩
は
る
る
も
の
を
以
っ
て
ゐ

る
｡
即
ち
是

等
の
状
況
は
此
の
焼
物
集
各
塊
成
長
の
某
時
期
に
岩
濃
滴
粒
が
包
室
物
と
し
て
此
魔
は
合
せ
る
る
ほ
至

わ
ー
其
の
後
の
脱
皮
の
降
下
は
よ
っ
て
'
此
の
中
よ
み
斜
長
石
･輝
石
･紫
蘇
輝
石
等
が
晶
出
し
､
周
囲
の
鋸
物
が
斜

日
永
良
部
鵜
新
品
節

.I帰
山が
中
の
斑
晶
を
な
す
斜
長
石
の
凝
叩
相
法
に
つ
い
て

二
重

1
11



地

減

節
二
十
四
番

飾
川
娩

壷

は

一
二

長
石
在
る
と

き
は
晶
出
せ
る
斜
長
石
が
其
の
用
園
に
附
着
し
､
包
哀
物
と
し
て
輝
石
類
を
威
し
､
胴
囲
の
錬
物
が
紫

蘇
鞘
石
在
る
と

き
は
斜
長
石
と
輝
石
(
十
字

IL
コ
ル
下
ほ
て
複
屈
折
高
-
明
瞭
は
寵
め
ら
る
)
と
を
包
宴
物
と
し
て
塵

し
､
輝
石
を
る
時
は
斜
長
石
と
磁
蝕
錬
(
紫
蘇
輝
石
は
見
え
ず
)
と
を
匂
裏
物
と
し
て
残
す
ほ
薫
っ
た
事
を
物
語
る
も

の
で
あ
る
｡

妨 大 間

節 2種斜長石斑晶の成分塾化曲触
1.No.341087,Ⅴ,2
2.No.341090,Ⅰ工,38
3,No.341090,ⅠⅠⅠ,9

虻
は
吸
璃
包
裏
物
雅
附
走
の
斜
長
石
成
長
の
廠
過
を
よ

き
例
ほ

っ
き
顕
徴
鋸
下
に
で
精
査
す
れ
ば
次
の
糞
婆
を
る
事
項
が
確
め
ら

れ
る
｡
即
ち
包
茎
物
帯
の
成
塵
は
賓
は
比
春
の
斜
長
石
斑
晶
の
周

囲
は

0
･t
rpm
大
の
小
米
晶
が
或
時
期
は
多
数
条
令
し
凍
み
､
其

の
間
を
墳
充
せ
る
岩
壁
が
後
は
吸
璃
庖
姦
物
と
在
れ
る
こ
と
で
あ

る
｡
従
っ
て
此
の
吸
璃
包
宴
物
昔
は
暫
時
の
岩
集
の
成
分
h
,知
る

上
は
有
力
在
る
手
掛
少
を
典

へ
る
も
の
で
あ
る
｡
例

へ
ば
第
六
園

に
成
分
鼻
化
曲
線
を

ホ
せ

lる

N
o,
3
41090,
II.
38
(
第
七
閲
参

鰭
)
か･6
る
結
晶
は
於

い
て
は
内
部
の
包
裏
物
群
を
造
る
斜
長
石
の

成
分
は
約

7
5
YoA
n
で
あ
る
が
'
改
構
包
裏
物
の
周
囲
の
み
は
著

し
-
消
光
位
を
典
ほ
し
其
の
成
分
は
約
7
2

%
A

n
と
推
定
さ
れ
､

外
在
る
包
秦
物
昔
を
夜
す
斜
長
石
は
成
分

7
7
%
A
n
で
あ
る
の
は

包
素
物
の
周
囲
だ
け
は
的

∞
2
0/o
A

nと
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
0



7
敏
は
此
の
姉
二
頓
は
属
す
る
斜
長
石
斑
晶
に
於
い
て
は
顕
著
な
る
吸
璃
包
宴
物
昔
は
比
較
的
均
質
在
る
完
叩
む

な
し
､
包
裏
物
の
少
き
部
分
に
於
い
て
複
那
な
る
累
碑
構
造
を
毒
す
｡
而
し
て
其
の
平
均
化
撃
成
分
は
節

1
種
斑
晶

よ
み
遇
は
A
n
%

ほ
富
み
､
他
の
匂
薬
物
多

き
斑
晶
と
典
に
其
の
敢
外
線
は
76
-
7
7
04o
A
n
を
以
っ
て
給
与
､
第

一

種
と
甚
し
-
化
撃
成
分
を
典
に
せ
る
岩
壁
よ
-
晶
出
せ
る
罫
を
暗
示
し
て
ゐ
る
｡

此
の
成
分
を
有
す
る
結
晶
が
節

一
種
斑
晶
と
同
様
其
の
噴
出
常
時
之
を
包
み
し
熔
岩
と
同
じ
岩
薬
酒
或
は
之
と
頗

る
近
縁
在
る
踊
係
に
あ
る
岩
渠
溜
に
で
成
長
せ
る
も
の
を
る
事
は
其
の
鼎
背
構
造
が
よ
-
中
心
迄
結
晶
の
外
形
と
平

行
し
て
ゐ
る
所
の
革
質
に
ょ
つ
て
推
知
す
る
事
が
山
凍
る
｡

新
高
第

一
熔
岩
中
の
第
三
種
斜
長
石
斑
晶
の
累
滞
構
造

第
三
種
に
属
す
る
粘
晶
中
の
著

し
41.包
豪
物
神
は
第
二
穏
結
晶
の
場
合
と
典
-,L
P
多
-
の
場
合
明
ら
か
は
外
水
物

た
る
斜
長
石
片
と
岩
塩
と
の
問
に
起

っ
た
反
磯
雄
光
る
罫
堅

ホ
し
て
ゐ
る
｡
例

へ
ば
第
七
園
の

N
c･
34
10
90/
IZⅠ}

9

の
如

き
は
其
の
例
で
あ
る
｡
然
し
反
腰
練
よ
-
内
部
に
あ
る
斜
長
石
片
が
口
永
良
部
島
火
山
嚢
の
岩
粟
と
金
-
触

ぐ

摘
係
に
任
じ
誓

Q
も
の

(A
ccid
en
tal
inc
tu

sion
s)

で
あ
る
か
､
此
の
岩
濃
の
既
に
冷
却
凝
固
せ

る

部
分
に
含
ま

れ
た
る
斜
長
石
片
の
相
ほ
熔
融
せ
る
残
液
に
入
わ
た
る
た
め
に
生
じ
た
る
同
岩
粟
外
雑
物

(C
o
g
n

a

te
in
c
tusi
ons)

た
る
か
は
憤
更
な
る
判
断
を
婁
す
る
も
の
で
速
は
決
定
し
難

い
｡

既
に
述
べ
た
様
に
外
水
物
と
し
て
岩
華
中
に
入
力
凍
る
斜
長
石
の
中
に
は
群
論
上
岩
雄
と
同

一
甑
度
は
達
し
､
同

時
に
其
の
岩
濃
よ
-
晶
出
し
っ
つ
あ
る
斜
長
石
と
同
成
分
を
有
す
る
も
の
か
ら
､
常
温
に
し
て
.
其
の
化
尊
成
分
も

E=-
永
良

部払
新
Le展

一
熔
封
車
の
斑

IVtを
な
す

斜
道
市
の
窮
将

構
法

に
つ
い
て

こ
芸

.1
三



壇

凍

鮮
二
十
四
専

簾
田
雛

lJ兼

l
円

上
述
の
場
(=
と
著
し
-
興
る
も
の
迄
存
在
し
柑
べ
き
邦
で
あ
る
｡
又
ね
外
米
物
斜
長
石
片
が
岩
萩
中
に
存
在
せ
る
時

間
に
就

い
て
も
'
暁
川
の

れ
前
に
熔
岩
中
ーこ
輔

へ
ら
れ
た
る
も
の
か
ら
'
岩
兼
に
早
-
輔

へ
ら
一t
て
岩
薮
と
の
反
騰

を
十
分
行
ひ
ね
る
後

(
或
る
場
合
に
は
全
土
&
舶
又
は
融
解
さ
れ
て
仕
舞
ふ
)2
地
衣
に
吹
出
さ
れ
､
熔
岩
中
の
斑
晶

節 七 聞

(a),(b) 節 二 稚 部 品
(節}:肖2)(太線は曲簸動作餅両)(No.341090,1Ⅰ,38)

(C),(d) :jT,'三 縄 斑 晶
(節,-滴 3)(Lk魚は曲投懲作騒耐)(No.341090,III,9)

(e),(f) :jT,'.Tt_稽 斑 晶
(姉};阿 1)･̂･線はdtl扱解作持前1(No_341087,V,2)

と
し
で
謎
め
ら
る
る
ほ
車
-
た
る
も
の
も
あ
か
粘
る
珊
で
あ
る
｡
此
の
如
き
は
勿
鎗
其
の
斜
長
石
片
が
全
然
外
水
物

た
る
か
､
同
岩
斐
系
補
獲
物
た
る
か
もこ
よ
っ
て
栄
典
あ
る
べ
き
で
は
な

い
｡



即
ち
火
成
岩
中
は
含
ま
る
る
外
凍
頻
物
片
と
岩
場
と
の
間
は
珪
ず
る
反
騰
鞘
は
両
者
の
化
尊
成
分
の
差
､
脱
皮
の

差
､
反
騰
の
時
間

の
長
さ
は
よ
っ
て
異

-
､
従
っ
て
反
腰
帯
の
幅
の
大
小
､
鶴
物
粒
の
大
小
も
是
等
の
三
要
素
に
よ

っ
て
支
配
せ
ら
れ
る
｡

岩
石
片
が
岩
漉
中
に
輔

へ
ら
れ
た
る
も
の
に
就

い
tJ
は
之
が
純
然
光
る
異
物
で
あ
る
か
､
同
岩
壁
系
の
岩
石
片
で

あ
る
か
む
判
定
す
る
ほ
大
在
る
国
難
を
伴
は
ず
.
之
が
分
類
は
古
-
ラ
ク
ロ
ア
氏
は
よ
っ
て
精
し
-
な
rrJ
れ
て
ゐ
る
.

然
し

一
の
鋸
物
片
の
場
合
に
は
必
ず
し
も
常
に
容
易
写
ら
ず
p
時
に
匿
別
の
灸
-
不
可
能
在
る
都
あ
る
は
上
述
の
通

わ
で
あ
る
｡
而
し
て
筆
者
が
此
の
両
種
を
区
別
す
る
た
め
に
観
察
し
た
主
要
憶
項
は
次
の
迫
-
で
あ
っ
た
｡

二

反
臆
雅
の
内
部
は
あ
る
斜
長
石
の
成
分
が
著
し
-
基

か
'
殊
は
内
部
の
結
晶
の

An%
が
外
部
よ
-
少

き
時

は
純
異
物
た
る
事
多
か
る
べ
し
｡

二
､
反
腰
帯
の
内
部
に
あ
る
斜
長
石
の
腰
背
構
造
の
形
式
ー
双
晶
の
種
板
等
が
外
部
の
も
の
と
著
し
-
興
る
時
は

純
異
物
た
る
事
多
か
る
べ
し
｡

三
､
反
腰
帯
の
内
部
の
斜
長
石
が
風
化
又
は
後
火
山
作
用
に
ょ
ゎ
分
離
せ
る
も
の
の
再
結
晶
せ
る
事
堅

不
す
場
各

に
対
し
て
､
反
臆
縁
の
敏
速
著
し

き
時
は
純
異
物
た
る
輩
多
か
る
べ
し
｡

新
鼻
筋

Li
熔
岩
中
に
は
著
し

き
反
腰
練
を
持
つ
結
晶
の
内
側
結
晶
も
上
越
第
三
項
の
場
合
に
期
待
せ
ら
る
る
が
如

き
種
々
な
る
錬
物
の
小
結
晶
を
多
数
含
む
竣
雅
在
る
構
造
を
量
す
る
79
の
は
殆
ど
見
常
ら
ず
､
叉
LJ筋

二

二
項
は

相
営
す
る
も
殆
ど
見
常
ら
粕
｡
即
ち
殆
ど
鯉

での
斑
晶
は
今
日
の
日
永
良
都
島
火
山
免
を
構
成
せ
る
岩
礁
よ
-
晶
出

し
比
較
的
低
渦
と
な
み
た
る
も
の
が
'
蒋
び
岩
塊
に
入
っ
て
反
臆
し
た
も
の
と
心
は
れ
る
.
唯

N
o･34=1090,IIi,9

日
永
良
部
島
新
府
節
一
輪
山村
中
の
斑
晶
を
な
す
斜
長
石
の
鼎
畔
柵
延
に
つ
い
て

志
心

1
五



地

球

鱒

二
苗

魯

妨

四

朗

三
文

一
六

の
智

慧

は
反
賓

の
幅
苧

'
且
つ
内
部
の
-

の
成
分
は
外
側
よ
-

ほ
An

-

-
､
管

新
雪

姦

晶

岩
は
之
よ
品

基
性
で
あ
る
か
ら
､
内
管

-

-

は
此
の
火
山
鹿
は
闘
係
-

岩
警

孟

出
せ
る
豊

の

7例
と
見ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

新
岳
竺

熔
岩
の
讐

種
欝

に
於

い
姦

し
-

は
反
魔
練
が
-

の
.究

線
-

す
事
少
-
､
反
賓

の
外

は
包
裏
物

葦
或
は
琵

質
包
秦
物
音

叢

鼻

側
禁

あ
っ
て
､
反
-

成
蓋

之
姦

と
し
蒜

晶
の
成
長

が
永
去

は
れ
蛋

芸

す
讐

あ
る
0
即
ち
此
の
事
賓
は
斜
雲

丹
の
髪

は
算

哲

の
時
-

禽

成

長

-
行
は
れ
宗

差

す
-

で
､
-

は
よ
っ
-

三
期
火
山
活
動
が
新
し

-
瓢
に
始
ら
<
J
J
L
蒜

期
盗

品

片
の
混
入
が
行
は
れ
ね
の
か
も
知
れ
ぬ
｡

新
馬
竺

熔
岩
中
に
第

1
種
斜
長
石
斑
晶
と
第
二
種

科
長
響

=P
JJ
が
共
存
す
る
事
の
岩
兼
力
学
的
意
義

転

石
中
空

霊

は
そ
れ
望

の
著
し
-
成
分
量

等

る
斜
票

の
含
-

晶

は
最
悪

が
観
の
欝

岩

a

は
就

い
品

々
其
の
警

埼
し
っ
つ
あ
る
0
根
本
学
士
は
仙
毒
究

三
瀧
附
近
ほ
教
連
せ
る
安
山
岩
讐

武
岩
中
の

斜
砦

成
分
基

経
鋸
蔓
法
は
-
つ
晶

足
し

㈲
要

畳
に
蓋

し
,
大

言

2-
7
m
m
慧

大
鷺

は
平
均

9
5
A

od
o
An

の
成
分
若

し
､
印

r

o･1
m
m

の
小
結
晶
ほ
し
-

裏
物
少
-

周
縁
部
の
澄

構
造
量

L
か

lH川Ⅶ】■川じ

ら
ざ
る
も
の
が
革
均

芦
9%

An
の
成
分
-

し
､
此

の
外
ほ

的
極
-
少
量
に
存
在
し
B
と
外
見
類
似
せ
る
平
均



76_9
.%
A
n
の
成
分
を
有
L
t
鞘
A
型
の
周
縁
部
が

74
･9%
A

n
ほ
て
取
-
巻
か
れ

(其
の
外
は
兄
に
微
小
な
る
敢

外
縁
鼎
暦
あ
-,a)
'
叉
ね

㈲
知
柵
型
の
知
晶
は
約

68
･2
%
An
在
る
成
分
を

有
す
る
事
を
確
め
た
｡
而
し
吉

光
等
の

斜
長
石
は
根
本
撃
士
の
説
明
に
ょ
れ
ば
同

言
石
渡
よ

み
晶
出
せ
る
も
の
ほ
し
で
.
斑
晶
は
主
と
し
て

99.5
-
92.9
0/a

A

n
の
成
分
を
有
L
t
細
晶
は
7
6
･
9
ojoA
n
の
成
分
を
有
す
る
事
は
岩
盤
が
急
冷
さ
れ
れ
ば
､
徐
冷
の
際
は
前
渚
切
如

d｢

き
成
分
の
斜
長
石
が
出
る
場
合
に
も
､
後
者
の
如

き
も
の
の
晶
出
し
得
る
事
で
訟
明
し
で
ゐ
る
｡
之
に
反
し
､
春
本

撃
士
は
最
近
姦
良
市
春
日
山
附
近
ほ
産
す
る
含
石
英
楯
樽
石
粗
粒
玄
武
岩
質
岩
脈
を
研
究
し
'
斑
晶
が

30-4
6
%
A
n

の
成
分
の
外
に
薄

さ
∞
0
%
A
n

の
外
賓
を
有
し
､
同
岩
の
石
基
中
の
斜
長
石
が

600/oA
n

の
成
分
を
有
す
る
罫
を

的

確
め
'
玄
武
岩
中
に
石
英
安
山
岩
中
の
斑
晶
が
混
入
せ
る
も
の
と
説
明
し
て
ゐ
る
｡
叉
ね
之
と
同
時
期
に

久
野
撃
士

は
箱
根
火
山
来
斜
面
の
幕
川
熔
岩
脚
頂
丘
を
覆
す
岩
石
が
骨
衣
色
の
安
山
岩
と
白
色
の
石
英
安
山
岩
と
の
縞
状
互
暦

(
各
層
の
幅

1-
10
cm
)
を
な
す
珍
ら
し
い
例
を
公
に
さ
れ
た
｡

W

新
患
第

一
熔
岩
の
場
合
で
は
斑
晶
敢
外
縁
の
成
分
は
上
述
の
如
-
第

一
種
は
於

い
て
約

59
roA
n
の
成
分
を
有
し

第
二
種
の
も
の
は
約

77
%

An
の
成
分
を
有
し
､
両
者
は
本
熔
岩
中
に
罫
ぼ
等
量
に
春
在
す
る
政
79
主
要
在
る
型
の

斑
晶
で
あ
る
｡
今
岡
型
斑
晶
に
於
い
て
其
れ
よ
り
内
部
の
成
分

を
見
る
ほ
其
の
成
分
を
種
々
典
に
し
つ
つ
も
､
各
鰭

と
し

て
一
は
5
9
%

An
に
向
ひ
'
他
は
7
7
%
A

n

は
向
っ
て
成
分
が
集
中
し
凍
る
傾
向
堅

不
し

てゐ
る
｡
即
ち
新
高

熔
岩
は
第

一
蔵
斑
晶
を
成
長
せ
し
め
た
る
岩
娘
と
第
二
種
斑
晶
を
成
長
せ
し
め
た
る
岩
媛
と
が
地
表
に
流
出
す
る
直

前
(
地
質
撃
的
意
味
に
於

い
て
)
に
混
合
し
て
生
じ
ね
か
'
噴
火
の
寓
前
に

一
方
の
結
晶
が
地
方
に
混
入
し
た
も
の
で

あ
る
.
即
ち
二
岩
壁
の
混
合
か

一
岩
雄
中
の
多
量
の
結
晶
が
他
の
岩
華
中
に
混
入
せ
る
罫
に
よ
っ
て
説
明
せ
ら
る
べ

日
永
良
榔
抱
新
柄
節

.1帰
山村
中
の
況
晶
を
な
す
斜
長
石
の
凝
肝
柵

辻

に

つ
い
て

三

先

l.七
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(a)No.341090,ⅠⅠⅠ,12 地

(b)No.341090,ⅠⅠⅠ,12
(人線は 九 BM 一･.袈肝痢)

(卜̀i:ニコル)

さ
も
の
ーこ
し
て
'
収
本
学
士
の
報
爪
=
せ
ら
れ
た
る
が
如

き
場
合
と
は
興
る
も
の
と
心
は
れ
る
｡

粍
晶

N
o
.
34)090,:tl,
)
2

は
此
の
間
の
部
情
を
似
る
微
妙
に
物

捕
る
よ
さ
例
と
瓜
は
れ
る
｡
即
ち
此
の
結
局

は
中
心
近
-
ーこ
珊
著
し

い
小
数
瑞
粒

･
抑
不
粒
の
包
炎
物
林
を
和
す
と
錐
も
之
れ
よ
-
外
方
は
大
鰹
第

一
稲
の
秤
目M

Iこ
屈
す
る
桝
の
些
公
物
の
少
な

い
結
晶
に
し
て
'
其
の
故
外
線
の
けJ
ぐ
内
側

ほ
て
は
第

一
稀
斑

晶
の
放
外
香
在
る

5
9
76
A
n

の
成
分
を
徴
小
な
る
二
昔
を
以
っ
て
示
し
て
ゐ
る
｡
然
る
ーこ
共
の
後
に
弱
き
融
蝕
が
起
少
､
節
二
和
郎
nm

の
特
徴
た
る
大
な
る
牧
璃
包
炎
物
性
が
現
れ
て
姑
外
食
を
構
成
し
て
む
る
輔
は
岩
鼻
に
見

る
迫
･A
で
あ
る
｡
而
し
て

此
の
部
分
の
成
分
を
約
光
代
に
ょ
つ
て
推
定
す
れ
ば
､
正
催
な
る
測
定
は
な
し
能
は
ざ

る
も
､

節
三
帯
な
る
65
/03



A

n
よ
も
は
明
か
は
A
n
は
富
み
ー
節
義
鞘
な
る

73%A
n
よ
-
A
n
に
富
む
が
如
-
粗
放
抑n
れ
る
の
で
あ
る
0
即

ち
此
の
貼
晶
は
妨

1
種
斑
晶
を
成
長
せ
し
め
た
る
岩
盤
ほ
て
殆
ど
其
の
成
長
を
了

へ
た
る
後
､
地
衣
に
運
ば
れ
氷
る

少
し
-
前
は
姉
二
種
斑
晶
を
成
長
せ
し
め
た
る
岩
雄
に
入
-
た
る
事
を

不
す
も
の
の
如
-
で
あ
る
｡

arW.

J
L

r戯

N
o
.
34109
0.
Iii,
)2
8
熟
坤
瀧

詩
昏
鄭
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今
此
の
岩
石
の
化
撃
成
分
を
見
れ
ば
之
よ
少
晶
出
し
縛
る

N
orm
ativ
e

の
斜
長
石
は
約

26
-
35
%

A
n
(K
20
を

加
ふ
か
否
か
ほ
よ
-
)
に
し

て.
此
の
成
分
の
絞

ま
-
は
約

65-75
%
A
n
以
下
の
斜
長
石
は
晶
出
す
る
場
合
が
あ

わ
稗
る
桝
で
あ
る
｡
即
ち
筋

一
種
斑
晶
の
敢
外
賓
に
相
皆
す
る

5
9
%
A
n

が
急
冷
す
る
悪
果
よ
-
由

出
す
る
事
は

口
永
･4
部
砧
新
柄
約

一
帰
山が
中
の
蹴
=

州
を
な
す
斜
長
前
の
累
畔
排
出
に
つ
い
て

]一山ニ

ー
九



地

球

節
二
十
四
谷

節
円
班

二
三

二
〇

常
軌
考

へ
程
る
が
p

墾

1種
の
外
套
た
る
7
7
%
A
n
の
晶
出
は
新
岳
熔
岩
が
均
質
な
る

一
別
綾
で
あ
っ
た
と
す
る
怒

ら
ば
､
A
b
-
A
n

の
二
成
分
系
に
就

い
て
は
勿
論
､
D
i･
p
sid
e
-
A
h
-
A
n
の
如

旦
二
成
分
系
の
平
衡
輔
係
等
よ
み

推
定
し
で
も
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
と
瓜
は
れ
る
｡
次
に
新
岳
熔
岩
の
石
基
を
観
察
し
､
両
種
岩
礁
の
混
じ
た
る
形
跡

あ
わ
や
否
や
を
槍
す
る
は
未
だ
確
か
に
頼
政
鏡
下
ほ
て
之
を
観
察
す
る
事
が
Ⅲ
凍
ね
と
は
言
以
待
覆

い
の
で
あ
る
.

即
ち
石
基
は
既
に
述
べ
た
如
-
ク
-
ス
ク
ラ
イ
ト
の
多

き
部
分
と
少

き
部
分
と
が
無
秩
序
は
分
布
す
る
事
は
よ
っ

て

流
状
構
造
を
ポ
す
79
㌧
両
部
分
の
石
基
の
成
分
が
如
何
は
興
る
か
む

槍
す
る
事
が
出
来
を

い
｡
唯
両
種
の
斑
晶
分
布

が
此
の
石
基
の
差
異
は
殆
ど
支
配
せ
ら
れ
て
は
屠
ら
ぬ
が
其
の
構
造
が
甚
だ
不
均
質
は
し
て
通
常
で
は
な
く
二
岩
兼

の
混
合
を
恩
は
し
め
る
も
の
が
あ
る
｡
次
は
野
外
に
於

い
て
此
の
熔
岩
が
基
塊
腎

石
類
似
の
外
観
或
は
其
の
他
の
何

等
か
の
外
観
を
以
っ

て､
〓
石
基
が
他
の
岩
集
中
に
混
じ
て
居
る
が
如

き
状
況
を
ポ
せ
ば
問
題
は
明
瞭
に
在
る
の
で

あ
る
が
'
不
輩
に
し
て
之
を
観
察
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
.

椴
カ
は
石
基
が
二
岩
壁
の
混
合
物
よ
わ
成
る
と
し
之
を
平
均
成
分
よ
ら
鱒
基
性
在
る
部
分
と
酸
性
在
る
部
分
と
は

分
ち
程
る
も
の
と
す
れ
ば
t

fI
方
よ
-
敢
外
套
に

7
7
040
An

を
生
じ
､
他
方
よ
-
最
外
賓
に

5
9
%
An

を
晶
出
す
る

事
が
吋
能
に
な
る
か
も
知
れ
料
｡
(A
b
-
A
n

二
成
分
系
の
場
合
に
は

7
7
oj(o
A
n
を
晶
出
す
る
た
め
に
は

N
orm
a
.

ti

vefelspa
r
が
約

4
0
0/o
An

よ
わ
A
n
%
が
多
-
あ
れ
ば
よ
-
'

5
9
%
An

ほ
封
し
て
は

N
orm
a
tiv
e

f
e
ls
p
a
r

が
約

)
7
%

A
n
以
上
あ
れ
ば
よ
い
.
而
し
て

I)i.p
sid
e
I
A
b～
A

n

三
成
分
系
で
も
此
の
闘
係
は
著
し
く
鍵
化
な

dTJも
の
と
恩
は
れ
る
)
○

次
に
春
本
撃
士
が
春

日
山
附
近
め
脈
岩
に
就

い
て
観
察
せ
る
如
き
ー
主
と
し
て

一
岩
礁
中
に
成
長
し
た
斑
晶
の
み



が
他
の
岩
集
中
は
入
-
凍
る
場
令
を
考
察
し
て
見
る
｡

此
の
LJ
め
ほ
は
A
岩
場
中
の
斑
晶
が
Fq
岩
華
中
は
沈
降
し
て

行
-
場
合
と
B
岩
麓
中
の
斑
晶
が
A
岩
華
中
は
上
昇
し
凍
る
場
合
と
が
あ
わ
得
る
｡
節

一
種
郁
晶
は
包
裏
物
を
含
む

事
少
-
､
其
の
此
或
は
常
況
ほ
て
約

2.685
-
2,7
0
ほ
し
で
､
常
池
の
衰

山
岩
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熔
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岩
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岩
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